
S 豚 のス トレス症候群 (PSS)の 肉質

(畜試  中 小家畜部)

ムレ肉、フケ肉と称される異常肉は、ストレス感受性豚から高率

に発生するが、その生前診断として、ハロセン検査 (麻酔)に よっ

て正確度95%で 判定できることが判明した。

(1, 背景と特徴

Ⅲムレ肉"Rフ ケ肉 "と称される豚の異常肉はストレス感受性豚から高率に発生することが明らかに

なり、その生前診断の方法としてハロセン検査が最も実用的で正確度も高いとされている。

そこでハロセン検査により、ストレス感受性豚 (HAL十 )と ストレス抵抗性豚 (HAL~)に 分類

して両群の肉質を比較 した。

( 2 } 技術 内 容

1)P SSに 対するハロセンのストレッサととしての信頼 度は 95%で ある。

即ち、ハロセン検査によって正確度 95%で PSSが 判定できる。

2)HAL十 はHAL~に 比較 して 30降 到達日齢が速く、屠肉歩留 りは高かった。 (表1)

3)90し 時の体尺測庭値には、有意差が認められなかった。 (表2)

と)HAL十 の肉は保水力が有意に低く、硬かった。 (表3)

5)以 上のことから、HAL十 の割合が少なぃ品種を供用 した方が良い。

6)特 に雄豚について、ハロセン検査を実施し、少なくともHAL~の みを供用する必要がある。

(3)指 導上の留意点

1)検 査方法 :検査時期は豚の保定が比較的簡単な35日 齢～ 7o日 齢が良い。麻酔機は市販の成人用

閉鎖式吸入麻酔機でハロセンの対酸素濃度最高4%ま での気化器を備えたものを用いた。ハロセンは

I C I Flucthane G武 田薬品)で ある。

2)HAL十 の割合は品種、系統、生産地で異なる。 (表4)

3)HAL+は 肥育中、並びに輸送中に死亡し易い。 (表5)

4)HAL十 は常染色体性の単純な劣性遺伝をする。 (表6)

5)PSSの 生前診断方法は、 3種 類あるが、ハロセン検査が野外での応用も可能で現状では最も実用

的である。 (表7)

6)HAL十 ょり高率で異常肉 (PSE肉 )が 生産される。 (表8)

7)異 常肉 (PSE肉 )の 発生には居殺前後の環境要因も関与する。 (表9)
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(4)関 連課題名

種豚の地域環境別選抜試験      54-63

肉質に影響を及ぼす環境要因     52-58
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豚のス トレス症 (PSS)の 最近の研究
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(6)量 要成果の具体的図 ・表
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表2 HAL十 とHAL~の 体尺測定値の比較
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表 3 HAL十 とHAL~の 肉質の比較 (4 8 hr)
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表 4 品 種別ハロセン反応腸性豚 (HAL十 )の 割合 (WEBB.1980)

文  献 :

(1〕Webb and Jordan (1978)
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(3, M inkelna, Eikelenboom and van Eldik (1976)

( 4Ⅲ M c P h e e , T a k k e n  a n d  D■ r c y ( 1 9 7 9 )

( 5 ) O l l i V i e r  e t  a l ( 1 9 7 6 )
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09  J/rgensen (1979)

O Andren and Persson (1977)

t 9  E i k e l e n b o O m  ( 1 9 7 9 )
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表5 日臨 験並びに輸送中の死亡割合

(オラングランドレース、 EIKELENB00M、  1976)

判  定 肥育試験中 輸送中 計
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表 6 HAL十 の遺伝様式
(CIIR I ST IAN,1釘 7)

表 8  ハ ロセンテスト陽性とP S E 筋 発生
との関係  (渡 辺 .1980)

表 7 PSSの 生前診断法

血液型

H . A . 0。 P H I . 6 P C D。 半J定のため
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液
素
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表9 居 殺前後の環境要因と肉質との関係   (N=203)'(仁 昌寺ら1979)

注)米 :P<.05 米 米:P<.01   (S53年 参考事項)
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